
いま しんりんこうえん

今、森林公園になって

いんば おおつか こふん

印場大塚古墳
いんば おおつか こふん

印場大塚古墳は、5
せいき すえごろ ごうぞく はか

世紀末頃の豪族のお墓
だと考えられています。

こふん ちょっけい

古墳の直径は約16ｍ、
たか おわり

高さは約2ｍで、尾張
あさひしない さいだい きぼ こ

旭市内で最大規模の古
ふん

墳です。
いんばおおつか こふん

印場大塚古墳からは、
えんとうはにわ

「 石」と「円筒埴輪」
はっけん

が、発見されています。 ⑤ とは
こふん ひょうめん なら

古墳の表面がくずれないように並べ
えんとうはにわ こふん

られる石です。円筒埴輪は、古墳と
ほか ばしょ くべつ

その他の場所の区別をつけるために、
なら かんが

並べられたものではないかと考えら
れています。

⑤

いんばおおつかこふん

印場大塚古墳
公園

瑞鳳小

西中

渋川小

マップ④

外側の太い輪かく線が

残るように切りぬく。
のこ

そとがわ りん せん

他の地図と合わせる

ときは、外側の輪かく線が

重なるように合わせる。

ほか ち ず あ

そとがわ りん せん

かさ あ

※地図の縮尺は正確ではありません。


